
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

活動指標及び成果指標の実績が概ね予定通りであるため、引き続き事業を継続するとともに、新技術の活用により事業効率化や費用縮減を図
る。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

工事期間が長期化したことなどにより令和６年度は計画を下回るものの、概ね予定どおり進捗しており、令和
９年度までに目標達成の見込み。（Ⅲ判定＝点検から５年を超えて放置している橋梁はない・Ⅳ判定＝該当
なし）

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

57 64 63 79 99 100

↓

アウトカム
成果指標1

平成３０年～令和４年の点検におけるⅢ・Ⅳ判定橋梁の措置
完了率

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

84 130 123 187 236 286

人工

指標

アウトプット
活動指標1

補修等完了橋梁数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

23 人工

令和7年度予算額 2,570,452 千円 うち特定財源 2,455,951 千円 正規職員業務量 8

正規職員業務量 15 人工

令和6年度決算額 3,357,199 千円 うち特定財源 3,136,987 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 19 人工

令和6年度予算額 3,329,611 千円 うち特定財源 3,134,550 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

計画に基づき必要な措置を適切な時期に実施することで、ライフサイクルコストを縮減しつつ、橋梁の延命化を図り、安全で良
好な道路交通環境を継続的に確保したい。

他都市の状況

国や都道府県、他都市の道路管理者においても、橋梁の長寿命化やライフサイクルコストの縮減を図るために計画的な修繕に
取り組んでいる。

市民参加の実施

令和5年度決算額 2,775,450 千円 うち特定財源 2,320,743

施策名 道路、交通施設、上下水道、公園、河川、廃棄物処理施設等のイン

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　インフラの老朽化対策が社会的な課題となるなか、平成２６年の道路法施行規則改正により、重要な道路構造物について、５
年に１度の定期点検が義務化され、点検結果に基づき必要な措置を適切な時期に講じるというマネジメントサイクルの構築に
向けた取組が全国的に進められている。
　札幌市では、平成２２年に策定した「札幌市道路維持管理基本方針」に基づき、橋梁やトンネル等の施設ごとに個別施設計画
を策定し、重要度に応じた対策の優先順位の考え方や短期的な修繕の実施計画などを定め、国の道路メンテナンス事業補助
制度を活用しながら、計画的に道路施設の維持修繕に取り組んでいる。

事業内容
（何を実施し）

札幌市が管理する橋梁について、「札幌市橋梁長寿命化修繕計画（２０２５－２０２９）」に基づき、補修設計及び工事を実施。
【令和６年度実績】
　①補修設計：３０橋
　②補修工事：３３橋（事業完了：２９橋）

事業名 橋りょう長寿命化修繕費

評価担当課 所   属 建）土木部　道路維持課 電話番号 011-211-2632

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70147


